
日
本
音
楽
協
議
会
規
約
（
最
終
改
正
二
〇
　
　
年
一
一
月
　
　
日
）
 

第
一
章
 
総
 
則
 

（
名
称
と
所
在
地
）
 

第
一
条
 
本
会
は
、
日
本
音
楽
協
議
会
と
称
し
、
略
称
を
日
音
協
と
い
う
。
 

第
二
条
 
本
会
は
、
事
務
所
を
東
京
都
に
置
く
。
 

（
目
的
）
 

第
三
条
 
本
会
は
、
次
の
目
的
を
も
つ
。
 

一
、
日
本
の
は
た
ら
く
も
の
の
立
場
に
た
っ
た
音
楽
運
動
を
広
汎
に
す
す
め
る
。
 

二
、
音
楽
の
分
野
を
通
じ
て
、
日
本
の
平
和
と
民
主
主
義
を
守
り
、
生
き
が
い
と
暮
ら
し
の
豊
か
さ
を
実
現
す

る
た
め
に
積
極
的
に
努
力
す
る
。
 

三
、
こ
の
運
動
を
と
お
し
て
音
楽
を
愛
す
る
人
々
と
提
携
し
、
職
場
・
地
域
で
の
活
動
の
交
流
、
普
及
、
創
造

活
動
を
も
っ
て
、
日
本
の
音
楽
運
動
の
発
展
に
寄
与
す
る
。
 

四
、
音
楽
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
活
動
を
ひ
ろ
げ
、
音
楽
以
外
の
文
化
・
芸
術
と
も
協
力
し
、
日
本
に
お
け
る
よ

り
民
主
的
・
人
間
的
文
化
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
努
力
す
る
。
 

（
事
業
）
 

第
四
条
 
本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
事
業
を
行
う
。
 

一
、
日
本
の
伝
統
音
楽
を
ひ
き
つ
ぎ
、
新
し
い
音
楽
を
創
造
・
演
奏
し
、
音
楽
の
向
上
・
普
及
に
寄
与
す
る
事

業
、
お
よ
び
あ
ら
ゆ
る
職
場
・
地
域
に
お
け
る
音
楽
愛
好
者
を
組
織
す
る
事
業
。
 

二
、
創
作
・
演
奏
な
ど
、
は
た
ら
く
も
の
の
立
場
に
た
つ
音
楽
活
動
を
指
導
・
育
成
し
、
活
動
の
振
興
と
底
辺

の
拡
大
を
は
か
る
事
業
。
 

三
、
前
項
に
関
す
る
出
版
・
普
及
事
業
。
 

四
、
そ
の
他
本
会
の
目
的
達
成
の
た
め
に
必
要
な
事
業
。
 

第
二
章
 
組
 
織
 

（
組
織
の
構
成
員
）
 

第
五
条
 
本
会
の
会
員
は
、
本
会
の
目
的
に
賛
同
し
、
音
楽
運
動
を
展
開
す
る
個
人
と
す
る
。
 

２
、
会
員
に
な
ろ
う
と
す
る
者
は
、
支
部
長
を
経
由
し
て
会
長
に
入
会
申
込
書
を
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ

し
、
所
属
す
べ
き
支
部
が
な
い
場
合
は
、
直
接
、
会
長
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

３
、
幹
事
会
の
確
認
を
も
っ
て
会
員
と
な
る
。
 

（
会
員
）
 

第
六
条
 
前
条
の
定
め
に
よ
り
本
会
の
会
員
を
分
け
て
次
の
二
種
と
す
る
。
 

一
、
支
部
会
員
 

地
域
支
部
ま
た
は
団
体
支
部
に
所
属
す
る
個
人
と
す
る
。
 

二
、
個
人
会
員
 

支
部
に
所
属
し
な
い
個
人
と
す
る
。
 

（
会
員
の
義
務
と
権
利
）
 

第
七
条
 
会
員
は
、
会
費
納
入
の
義
務
を
有
し
、
機
関
紙
の
提
供
、
日
音
協
の
主
催
す
る
行
事
の
出
演
お
よ
び
総

会
出
席
の
資
格
等
の
権
利
を
有
す
る
。
 

会
員
登
録
は
一
年
ご
と
に
更
新
す
る
も
の
と
す
る
。
 

（
会
員
の
退
会
）
 

第
八
条
 
会
員
は
次
の
事
由
に
よ
っ
て
退
会
す
る
。
退
会
し
た
者
は
、
会
員
と
し
て
の
一
切
の
権
利
を
失
い
、
す

で
に
納
付
し
た
金
銭
そ
の
他
本
会
資
産
に
対
し
何
ら
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

一
、
届
出
 

二
、
死
亡
 

三
、
解
散
 

四
、
除
名
 

一
九

一
六



２
、
会
員
は
、
退
会
を
希
望
す
る
と
き
は
、
そ
の
義
務
の
履
行
を
完
了
し
た
後
、
書
面
を
も
っ
て
所
属
す
る
団
体

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
会
員
の
除
名
）
 

第
九
条
 
会
員
が
次
の
項
目
の
一
つ
に
該
当
す
る
と
き
は
、
総
会
の
議
決
に
よ
り
除
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

一
、
本
会
の
名
誉
を
傷
つ
け
、
ま
た
は
本
会
の
主
旨
に
違
反
す
る
行
為
の
あ
っ
た
時
。
 

二
、
会
費
の
不
払
い
そ
の
他
会
員
と
し
て
の
義
務
を
怠
っ
た
時
。
 

（
支
部
）
 

第
一
〇
条
 
本
会
に
支
部
を
置
く
。
支
部
は
、
各
都
道
府
県
ご
と
に
設
置
す
る
地
域
支
部
と
労
働
組
合
等
ご
と
に

設
置
す
る
団
体
支
部
と
す
る
。
 

２
、
支
部
は
、
原
則
と
し
て
、
会
員
一
〇
名
以
上
を
も
っ
て
構
成
し
、
第
三
条
（
目
的
）
に
そ
っ
て
活
動
し
、
会

費
の
納
入
を
も
っ
て
支
部
と
し
て
取
り
扱
う
。
 

３
、
会
費
の
納
入
が
２
４
ヶ
月
遅
延
し
た
場
合
は
総
会
の
議
決
に
よ
り
支
部
を
廃
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

４
、
県
単
位
に
支
部
が
で
き
ず
そ
の
準
備
段
階
と
し
て
地
域
的
に
組
織
が
で
き
た
場
合
は
、
こ
れ
を
地
域
支
部
と

し
て
取
り
扱
う
。
た
だ
し
、
一
県
に
二
以
上
の
支
部
は
認
め
な
い
。
 

（
議
決
機
関
と
執
行
機
関
）
 

第
一
一
条
 
本
会
の
議
決
機
関
は
総
会
と
し
、
執
行
機
関
と
し
て
幹
事
会
を
置
く
。
 

２
、
支
部
に
議
決
機
関
と
し
て
支
部
総
会
お
よ
び
執
行
機
関
と
し
て
支
部
事
務
局
を
置
く
。
 

（
地
方
組
織
の
運
営
）
 

第
一
二
条
 
支
部
の
運
営
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
の
議
決
機
関
の
議
を
経
た
支
部
運
営
細
則
お
よ
び
活
動
方
針
に

よ
る
。
 

２
、
支
部
運
営
細
則
の
基
準
を
別
に
定
め
る
。
 

３
、
活
動
方
針
は
総
会
の
決
議
に
反
し
て
は
な
ら
な
い
。
 

第
三
章
 
議
 
決
 
機
 
関
 

第
一
節
 
総
 
会
 

（
総
会
の
地
位
お
よ
び
構
成
）
 

第
一
三
条
 
総
会
は
、
こ
の
会
の
最
高
の
議
決
機
関
で
、
代
議
員
、
役
員
で
構
成
す
る
。
 

２
、
代
議
員
は
別
表
の
基
準
に
よ
り
、
支
部
の
中
か
ら
そ
の
都
度
選
出
さ
れ
る
。
 

３
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
個
人
会
員
は
総
会
に
出
席
し
て
、
議
長
の
許
可
を
得
て
意
見
を
述
べ
る
こ

と
が
で
き
る
。
 

（
総
会
の
招
集
）
 

第
一
四
条
 
定
期
総
会
は
原
則
と
し
て
一
一
月
に
会
長
が
招
集
す
る
。
 

２
、
臨
時
総
会
は
幹
事
会
が
必
要
と
認
め
た
と
き
ま
た
は
会
員
の
三
分
の
一
以
上
か
ら
の
署
名
を
も
っ
て
会
議
の

目
的
を
明
示
し
て
、
請
求
が
あ
っ
た
と
き
に
、
会
長
が
招
集
す
る
。
 

（
総
会
の
告
示
）
 

第
一
五
条
 
総
会
の
日
程
、
議
案
、
そ
の
他
の
必
要
事
項
に
つ
い
て
、
会
長
は
開
催
期
日
の
二
〇
日
前
ま
で
に
書

面
を
も
っ
て
会
員
に
告
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
臨
時
総
会
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
速
や
か

に
告
示
す
る
も
の
と
す
る
。
 

（
総
会
の
運
営
）
 

第
一
六
条
 
総
会
は
代
議
員
の
過
半
数
以
上
の
出
席
で
成
立
し
、
議
事
は
別
に
定
め
ら
れ
た
場
合
を
除
き
出
席
代

議
員
の
過
半
数
に
よ
っ
て
決
め
、
可
否
同
数
の
と
き
は
議
長
が
決
め
る
。
 

２
、
総
会
で
役
員
は
議
決
権
を
も
た
な
い
。
 

３
、
総
会
の
議
長
は
代
議
員
の
中
か
ら
選
出
す
る
。
 

４
、
総
会
に
出
席
で
き
な
い
代
議
員
は
、
他
の
出
席
代
議
員
に
書
面
を
も
っ
て
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
上
記

委
任
状
は
採
決
し
た
場
合
、
出
席
と
み
な
す
。
 

（
総
会
の
議
決
事
項
）
 



第
一
七
条
 
次
の
事
項
は
総
会
で
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

一
、
規
約
（
別
表
を
含
む
）
お
よ
び
規
程
類
の
改
正
 

二
、
予
算
の
決
定
 

三
、
決
算
の
承
認
 

四
、
役
員
の
選
挙
 

五
、
本
会
の
解
散
 

六
、
会
員
の
除
名
 

七
、
活
動
方
針
お
よ
び
事
業
計
画
 

八
、
規
程
類
の
規
定
と
改
正
 

九
、
役
員
補
選
 

２
、
第
一
六
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
出
席
し
た
代
議
員
の
直
接
無
記
名
の
秘
密
投
票
に
よ
り
前
項
第

五
号
に
つ
い
て
は
投
票
総
数
の
四
分
の
三
以
上
、
第
一
号
お
よ
び
第
六
号
に
つ
い
て
は
三
分
の
二
以
上
の
賛
成

に
よ
っ
て
決
め
る
。
 

第
二
節
 
全
国
代
表
者
会
議
 

（
全
国
代
表
者
会
議
の
地
位
と
構
成
）
 

第
一
八
条
 
総
会
に
つ
ぐ
議
決
機
関
と
し
て
全
国
代
表
者
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
、
全
国
代
表
者
会
議
の
構
成
は
、
原
則
と
し
て
役
員
お
よ
び
支
部
代
表
者
で
構
成
す
る
。
 

（
全
国
代
表
者
会
議
の
招
集
）
 

第
一
九
条
 
全
国
代
表
者
会
議
は
原
則
と
し
て
年
一
回
、
会
長
が
招
集
す
る
。
 

第
四
章
 
役
 
員
 

（
役
員
の
構
成
）
 

第
二
〇
条
 
本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。
 

一
、
会
長
 

一
名
 

二
、
副
会
長
 

三
、
事
務
局
長
 
一
名
 

四
、
幹
事
 
若
干
名
 

五
、
監
査
 

二
名
 

２
、
役
員
の
他
に
、
顧
問
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
役
員
の
選
出
）
 

第
二
一
条
 
前
条
の
役
員
は
総
会
に
お
い
て
選
任
す
る
。
 

（
役
員
の
任
期
）
 

第
二
二
条
 
役
員
の
任
期
は
一
年
と
す
る
。
 

た
だ
し
、
再
任
は
さ
ま
た
げ
な
い
。
 

２
、
役
員
は
任
期
満
了
後
も
後
任
者
の
就
任
す
る
ま
で
は
そ
の
職
務
を
行
う
。
 

３
、
補
欠
に
よ
り
就
任
し
た
役
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。
 

４
、
増
員
に
よ
っ
て
就
任
し
た
役
員
の
任
期
は
、
そ
の
就
任
の
日
か
ら
他
の
役
員
の
任
期
満
了
の
日
ま
で
と
す
る
。 

（
役
員
の
任
務
）
 

第
二
三
条
 

一
、
会
長
は
本
会
を
代
表
し
会
務
を
統
括
す
る
。
 

二
、
副
会
長
は
会
長
を
補
佐
し
て
会
務
を
統
括
し
、
会
長
に
事
故
が
あ
る
時
は
、
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。
 

三
、
事
務
局
長
は
幹
事
会
を
統
括
し
て
会
務
を
執
行
し
、
会
長
お
よ
び
副
会
長
に
事
故
が
あ
る
時
は
、
そ
の
職

務
を
代
行
す
る
。
 

四
、
幹
事
は
、
会
長
、
副
会
長
お
よ
び
事
務
局
長
を
補
佐
し
、
総
会
の

議
決

に
基
づ

い
て

会
務

を
執

行
す

る
。
 

五
、
監
査
は
民
法
第
五
九
条
の
職
務
を
執
行
す
る
。
 

六
、
顧
問
は
会
長
が
推
薦
し
、
会
長
の
諮
問
に
応
ず
る
。
 

２
、
役
員
に
対
す
る
報
酬
は
、
総
会
の
議
決
を
経
て
こ
れ
を
決
め
る
。
 

二
名
以
内



（
役
員
の
解
任
）
 

第
二
四
条
 
役
員
は
次
に
掲
げ
る
各
号
の
ほ
か
解
任
さ
れ
な
い
。
 

一
、
任
期
を
満
了
し
た
時
。
 

二
、
本
人
も
し
く
は
所
属
支
部
か
ら
申
し
出
が
あ
り
、
そ
の
任
務
に
よ
く
耐
え
な
い
と
幹
事
会
が
判
断
し
た
時
。
 

（
幹
事
会
）
 

第
二
五
条
 
本
会
の
業
務
を
遂
行
す
る
た
め
幹
事
会
を
置
く
。
幹
事
会
は
議
決
機
関
の
決
議
を
執
行
し
、
緊
急
事

項
を
処
理
し
、
そ
の
執
行
し
た
一
切
の
業
務
に
つ
い
て
議
決
機
関
に
責
任
を
負
う
。
 

２
、
幹
事
会
は
監
査
を
除
く
役
員
で
構
成
す
る
。
 

３
、
日
常
業
務
を
処
理
す
る
た
め
に
、
幹
事
会
の
中
に
常
任
幹
事
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
常
任
幹
事
会
の
構

成
は
、
幹
事
会
が
定
め
る
。
 

（
諮
問
機
関
）
 

第
二
六
条
 
業
務
遂
行
の
た
め
、
幹
事
会
の
諮
問
機
関
と
し
て
各
種
委
員
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
実
行
委
員
会
）
 

第
二
七
条
 
特
別
な
事
業
を
行
う
場
合
は
、
実
行
委
員
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、

幹
事
会
の
承
認
を
要
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 第
五
章
 
会
 
計
 

（
資
産
と
会
計
）
 

第
二
八
条
 
本
会
の
資
産
は
、
①
会
費
、
②
事
業
収
入
、
③
賛
助
団
体
会
費
、
④
カ
ン
パ
金
、
⑤
そ
の
他
の
収
入

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
 

２
、
本
会
の
資
産
は
、
基
本
財
産
お
よ
び
通
常
財
産
の
二
種
に
分
け
る
。
 

１
 
基

本
財

産
は
、
基
本
財
産
と

し
て

指
定
を
受
け

た
寄
付
財
産

で
、
こ

れ
を
処
分
す

る
こ

と
は
で

き
な

い
。

た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
時
は
、
総
会
の
議
決
を
経
て
そ
の
一
部
を
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
 
通
常
財
産
は
、
基
本
財
産
の
元
本
以
外
の
財
産
に
よ
り
、
構
成
さ
れ
る
。
 

（
会
費
等
）
 

第
二
九
条
 
本
会
の
会
費
は
一
人
一
年
に
つ
き
一
万
円
と
す
る
。
 

２
、
賛
助
団
体
は
、
日
音
協
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
支
援
す
る
労
働
組
合
等
と
し
、
賛
助
団
体
会
費
の
額
は
一
年
に

つ
き
一
口
一
万
円
と
す
る
。
 

（
経
費
）
 

第
三
〇
条
 
本
会
の
経
費
は
通
常
財
産
を
も
っ
て
支
弁
す
る
。
 

２
、
本
会
の
幹
事
会
行
動
費
は
別
に
定
め
る
。
 

（
資
産
の
管
理
）
 

第
三
一
条
 
本
会
の
資
産
は
幹
事
会
が
安
全
か
つ
確
実
な
方
法
で
こ
れ
を
管
理
す
る
。
 

（
特
別
会
計
）
 

第
三
二
条
 
第
四
条
の
事
業
遂
行
上
、
必
要
な
時
は
特
別
会
計
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
カ
ン
パ
金
の
受
領
）
 

第
三
三
条
 
カ
ン
パ
金
の
受
領
は
、
幹
事
会
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
予
備
費
の
支
出
）
 

第
三
四
条
 
予
備
費
の
支
出
は
、
議
決
機
関
の
承
認
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
一
件
一
〇
万
円
以
下

の
支

出
の

場
合

は
、

幹
事

会
の
承

認
を

経
て

支
出

し
、

次
期

議
決

機
関

の
承

認
を
受

け
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

（
会
計
の
責
任
）
 

第
三
五
条
 
本
会
の
財
政
の
管
理
お
よ
び
収
入
と
支
出
は
、
幹
事
会
の
責
任
に
お
い
て
行
う
。
 

（
会
計
年
度
）
 

第
三
六
条
 
総
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
一
一
月
に
始
ま
り
、
翌
年
一
〇
月
に
終
わ
る
。
 

（
会
計
監
査
）
 

第
三
七
条
 
会
計
の
監
査
は
一
年
に
一
回
行
う
。
 

２
、
決
算
は
年
度
終
了
後
、
監
査
の
認
定
を
経
て
次
期
総
会
の
承
認
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 



 

第
六
章
 
そ
 
の
 
他
 

（
規
約
の
解
釈
）
 

第
三
八
条
 
こ
の
規
約
の
疑
義
に
つ
い
て
の
解
釈
は
幹
事
会
が
行
い
、
事
後
す
み
や
か
に
議
決
機
関
の
承
認
を
受

け
る
。
 

 （
規
約
の
施
行
）
 

こ
の
規
約
は
一
九
六
六
年
一
二
月
三
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

一
九
八
一
年
一
一
月
九
日
よ
り
一
部
改
正
施
行
す
る
。
 

一
九
九
四
年
一
一
月
一
九
日
よ
り
一
部
改
正
施
行
す
る
。
 

一
九
九
八
年
一
一
月
一
四
日
よ
り
一
部
改
正
施
行
す
る
。
 

二
〇
〇
六
年
一
一
月
一
一
日
よ
り
一
部
改
正
施
行
す
る
。
 

二
〇
〇
八
年
一
一
月
八
日
よ
り
一
部
改
正
施
行
す
る
。
 

 【
別
表
】
 

総
会
代
議
員
の
選
出
基
準
 

総
会
代
議
員
数
は
、
支
部
ご
と
に
、
会
費
納
入
者
三
〇
名
以
上
二
名
、
三
〇
名
未
満
一
名
と
す
る
。
 

 




